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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第６期
第３四半期
連結累計期間

第７期
第３四半期
連結累計期間

第６期
第３四半期
連結会計期間

第７期
第３四半期
連結会計期間

第６期

会計期間

自  平成20年
     ４月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     10月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (千円) 16,008,12310,766,6295,211,5213,660,63720,474,732

経常利益 (千円) 1,144,692297,239 416,108 120,3241,421,806

四半期(当期)純利益 (千円) 654,524 157,760 247,782 65,330 793,706

純資産額 (千円) ― ― 5,034,0184,756,5724,955,651

総資産額 (千円) ― ― 8,226,6818,218,6847,988,458

１株当たり純資産額 (円) ― ― 914.45 915.13 940.98

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 114.50 30.04 44.27 12.52 140.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 113.27 29.96 44.01 12.48 139.14

自己資本比率 (％) ― ― 61.2 57.9 62.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 335,510△208,914 ― ― 756,593

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △81,553△124,246 ― ― △20,854

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △534,376 794,847 ― ― △782,374

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,418,5743,114,0452,652,358

従業員数 (名) ― ― 3,448 3,050 3,094

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出

向者を含む就業人員数であります。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 3,050

(注) 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員数であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 2,663

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績及び受注実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績及び受注実績は、重要性が乏しいため記載を省略してお

ります。

　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、以下のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

　エンジニア事業 3,283,117 △26.7

　 　ＩＴ・情報システム分野 1,608,128 △13.6

　 　メカトロニクス・エレクトロニクス分野 1,394,124 △38.8

　 　バイオ・ケミストリー分野 280,863 △16.8

　ファクトリー事業 377,520 △48.6

合計 3,660,637 △29.8

(注) １ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２ セグメント間取引については、相殺消去しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 経営成績

当社グループは、既存顧客企業との取引拡大及び新規顧客企業の開拓に努めてまいりました。主要事業

であるエンジニア事業においては、顧客企業に対しサービス領域の拡大と柔軟な価格設定による提案を

実施し、派遣率の最大化に努めてまいりました。ファクトリー事業においては、請負サービスの営業の強

化に努めてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は3,660,637千円（前年同期比29.8％減）、営業損

失は114,693千円（前年同期は営業利益437,085千円）、経常利益は120,324千円（前年同期比71.1％

減）、四半期純利益は65,330千円（前年同期比73.6％減）となりました。

　

(売上高)

　当第３四半期連結会計期間の売上高は、エンジニア事業は3,283,117千円（前年同期比26.7％減）、ファ

クトリー事業は377,520千円（前年同期比48.6％減）となりました。

　エンジニア事業においては、顧客企業が属する主要な業界では、情報・通信業界は、情報サービスにおい

て回復の兆しがみられ、通信キャリアが引き続き堅調に推移しました。電気機器、機械、精密機器及び輸送

用機器業界においては、輸出の増加を背景に生産が持ち直す動きがみられました。このような環境の下、顧

客企業に対しサービス領域の拡大と柔軟な価格設定を実施したことで、派遣率が回復してまいりました。

　ファクトリー事業においては、顧客企業が属する主要な業界である精密機器、電気機器、機械及び輸送用

機器業界において生産が回復する動きがみられ、顧客企業の人材サービスへの需要は増加しました。この

ような環境の下、顧客企業に対し請負サービスの営業を強化したことにより受注が増加しました。

　

(売上原価)

当第３四半期連結会計期間の売上原価は、2,966,047千円（前年同期比21.0％減）となりました。

　当社グループの主要事業であるエンジニア事業においては、業績連動型の賃金制度により労務費が減少

しました。

　ファクトリー事業においては、生産社員数が減少したため労務費が減少しました。

　

(営業損失)

当第３四半期連結会計期間の営業損失は、114,693千円（前年同期は営業利益437,085千円）となりま

した。

　販売費及び一般管理費においては、採用活動の縮小による採用費、人件費等の抑制、外部委託業務の内製

化等によるコスト削減に努めましたが、売上総利益の減少分を補うには至りませんでした。

　

(経常利益)

　当第３四半期連結会計期間の経常利益は、120,324千円（前年同期比71.1％減）となりました。

　雇用調整助成金収入による営業外収益が増加したことによるものであります。

　

(四半期純利益)

当第３四半期連結会計期間の四半期純利益は、65,330千円（前年同期比73.6％減）となりまし　た。
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(2) 財政状態

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ196,231千円増加の

5,879,345千円(前連結会計年度末比3.5％増)となりました。 

　これは、主として現金及び預金が461,807千円増加したことによるものであります。

　

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ33,994千円増加の

2,339,338千円(前連結会計年度末比1.5％増)となりました。 

　これは、主として繰延税金資産が157,526千円増加したことによるものであります。

　

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ296,818千円減少の

2,240,219千円(前連結会計年度末比11.7％減)となりました。 

　これは、主として１年内返済予定の長期借入金が438,664千円増加したものの、未払費用が852,633千

円減少したことによるものであります。

　

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ726,124千円増加の

1,221,892千円(前連結会計年度末比146.5％増)となりました。 

　これは、長期借入金が692,170千円増加したことによるものであります。

　

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ199,079千円減少の

4,756,572千円(前連結会計年度末比4.0％減)となりました。 

　これは、主として剰余金の配当により310,706千円減少したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期

連結会計期間末に比べ166,643千円減少し、3,114,045千円となりました。

　

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の減少は44,632千円（前年同期は148,020千円の増加）となりました。

収入の主な要因は、助成金の受取額515,334千円、未払金の増加額134,037千円、税金等調整前四半期

純利益120,244千円であります。

支出の主な要因は、未払費用の減少額560,425千円、法人税の支払による減少額302,175千円でありま

す。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は12,281千円（前年同期は97,179千円の増加）となりました。

収入の主な要因は、定期預金の払戻による収入50,304千円であります。

支出の主な要因は、定期預金の預入による支出50,425千円、有価証券の取得による支出30,000千円で

あります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は109,728千円（前年同期は245,184千円の減少）となりました。

支出の主な要因は、長期借入金の返済による支出59,500千円、自己株式の取得による支出49,958千円

であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

なお、当社は、財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その

内容等（旧会社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①基本方針の内容

当社の株主は、株式市場での自由な取引を通じて決まり、当社経営の支配権の移転を伴うような買付

提案等に賛同されるか否かの判断についても、最終的には株主全体の自由な意思に基づき判断される

べきであると考えております。

　一方、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、経営の基本理念、企業価値のさまざまな源

泉、当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の

利益を中長期的に確保し、向上させるものでなければならないと考えております。

しかしながら、昨今のわが国の資本市場においては、対象となる会社の経営陣の賛同を得ることな

く、一方的に大量の株式の買付を強行するといった動きが顕在化しつつあり、企業価値及び株主共同利

益が毀損する事態が生じないとも限らない状況となっております。

　したがって、当社は企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大量買付行為

又はこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当では

ないと考えるものであります。

　

②不適切な支配の防止のための取組み

当社は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大量買付行為又

はこれに類似する行為に対する対応策として、買収防衛策（以下「本プラン」という。）を平成19年６

月28日開催の定時株主総会において、平成22年３月期の定時株主総会の終結の時までを期限として導

入しました。

当社が導入した本プランは、大量買付行為者が現れた時、特別委員会が大量買付行為に関する情報を

検討の上、取締役会へ勧告を行います。取締役会は特別委員会の勧告を最大限尊重した上、濫用的買収

と判断した場合、対抗処置を発動するものであります。

　なお、特別委員会は当社の業務執行を行う経営陣から独立し、当社と特別な利害関係のない有識者３

名以上で構成されております。

　本プランの詳細につきましては、平成19年６月28日付の当社プレスリリース「当社株式の大量買付行

為への対応策（買収防衛策）の承認に関するお知らせ」をご参照ください。

　

インターネット上の当社ウェブサイト （http://ir.vsn.co.jp/html/pdf/prs20070628.pdf）
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③具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

本プランは、企業価値・株主共同の利益を確保、向上させる目的をもって導入されたものであり、基

本方針に沿うものと判断しております。

　また、本プランは、平成19年６月28日開催の定時株主総会で株主の皆様のご承認を頂いており、株主の

皆様のご意思を反映したものであります。

　更に、主な理由として

・本プランの有効期間である平成22年３月期の定時株主総会の終結の時より前であっても、当社　　

　　株主総会又は取締役会により廃止することが可能であること。

・本プランの対抗処置の発動に際しては、その内容として合理的な客観的要件が設定されている

　　こと。

・本プランは、独立性の高い特別委員会による勧告を最大限尊重して最終判断を行うこと。

以上のことなどにより、その公正性・客観性が担保されており、当社の企業価値ひいては株主共同の

利益に資するものであって、当社取締役の地位の維持を目的とするものではないと判断しております。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間において、該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等についての重要な変更は、次のとおりであります。

　

会社名
事業所名
（所在地）

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容
投資予定額（千円） 資金調達

方法
着手年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力総額 既支払額

株式会社
ＶＳＮ

本社
（東京都港区）

エンジニア
事業

本社機能及
び営業設備
関連

567,457564,457
増資資金
自己資金

平成19年
10月

平成22年
４月

―
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,330,500

計 21,330,500

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,387,125 5,387,125
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は100株
であります。

計 5,387,125 5,387,125― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年３月15日臨時株主総会決議

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数（個） 4,193（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 104,825

新株予約権の行使時の払込金額（円） 600（注）２

新株予約権の行使期間
平成20年３月29日から
平成27年３月28日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　600
資本組入額　300

新株予約権の行使の条件

①　権利行使期間中であっても当社の株式が未上場の
場合は、新株予約権を行使できないものとする。

②　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使の際
に、当社、子会社及び関連会社の取締役、監査役、役
員に準ずる者、従業員の地位にあることを要する。

③　新株予約権の割当てを受けた者が死亡した場合、相
続は認めないものとする。

④　新株予約権の質入その他一切の処分は認めないも
のとする。

⑤　その他、権利行使の条件は、本株主総会及び取締役
会決議に基づき、当社と対象の取締役及び従業員と
の間で締結する「株式会社ＶＳＮ第一回新株予約
権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要す
るものとする。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、25株であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数が調整されま

す。但し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点において行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については切り捨てます。

　　　　　　　　調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

３　株式の分割・併合及び時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切上げます。

　
　 　 　 　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当り払込金額

　調整後

＝

　調整前

×

分割・新規発行前の株価

　行使価額 　行使価額 　既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　　　　　　　　（併合の場合は減少株式数を減ずる）
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平成18年３月15日臨時株主総会決議

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数（個） 7,219（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 180,475

新株予約権の行使時の払込金額（円） 2,080（注）２

新株予約権の行使期間
平成21年３月15日から
平成28年３月14日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　2,080
資本組入額　1,040

新株予約権の行使の条件

①　権利行使期間中であっても当社の株式が未上場の
場合は、新株予約権を行使できないものとする。

②　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使の際
に、当社、子会社の取締役、監査役、役員に準ずる者、
従業員の地位にあることを要する。

③　新株予約権の割当てを受けた者が死亡した場合、相
続は認めないものとする。

④　新株予約権の質入その他一切の処分は認めないも
のとする。

⑤　その他、権利行使の条件は、本株主総会及び取締役
会決議に基づき、当社と対象の取締役及び従業員と
の間で締結する「株式会社ＶＳＮ第二回新株予約
権割当契約書」に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要す
るものとする。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、25株であります。

２　当社が株式分割又は株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数が調整されま

す。但し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点において行使されていない新株予約権の目的となる株

式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については切り捨てます。

　　　　　　　　調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

３　株式の分割・併合及び時価を下回る価額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切上げます。
　 　 　 　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当り払込金額

　調整後

＝

　調整前

×

分割・新規発行前の株価

　行使価額 　行使価額 　既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　　　　　　　　（併合の場合は減少株式数を減ずる）
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ─ 5,387,125 ─ 1,063,772 ─ 963,347

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(注)　  ＡＩＧインベストメンツ株式会社から平成21年11月５日付で関東財務局に提出された大量保有報告書（変更

報告書）より平成21年10月30日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として

当第３四半期会計期間末における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができておりません。

　なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＡＩＧインベストメンツ株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目１番３号
ＡＩＧビル

287,900 5.34

　また、ＡＩＧインベストメンツ株式会社は、平成21年12月１日付でパインブリッジ・インベストメンツ株式

会社に商号変更されております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 189,400

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,195,900 51,959 ―

単元未満株式 普通株式 1,825 ― ―

発行済株式総数 5,387,125― ―

総株主の議決権 ― 51,959 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式20株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＶＳＮ

東京都港区芝浦
四丁目16番25号

189,400 ─ 189,400 3.51

計 ― 189,400 ─ 189,400 3.51

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 715 670 740 929 762 760 727 725 749

最低(円) 574 557 580 650 710 661 665 670 630

(注)最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社ＶＳＮ(E05654)

四半期報告書

15/31



第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,164,471 2,702,663

売掛金 1,744,991 2,148,331

有価証券 53,927 19,688

貯蔵品 2,557 2,307

その他 917,037 815,830

貸倒引当金 △3,639 △5,707

流動資産合計 5,879,345 5,683,114

固定資産

有形固定資産 ※1
 374,140

※1
 416,077

無形固定資産 637,885 706,646

投資その他の資産 1,327,313 1,182,620

固定資産合計 2,339,338 2,305,344

資産合計 8,218,684 7,988,458

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 438,664 －

未払金 1,247,191 1,396,895

未払費用 90,859 943,493

未払法人税等 2,601 138,447

賞与引当金 272,552 －

その他 188,349 58,201

流動負債合計 2,240,219 2,537,038

固定負債

長期借入金 692,170 －

退職給付引当金 529,722 495,768

固定負債合計 1,221,892 495,768

負債合計 3,462,111 3,032,806

純資産の部

株主資本

資本金 1,063,772 1,063,772

資本剰余金 963,347 963,347

利益剰余金 2,922,353 3,651,345

自己株式 △191,345 △718,766

自己株式申込証拠金 － 270

株主資本合計 4,758,127 4,959,968

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,555 △4,316

評価・換算差額等合計 △1,555 △4,316

純資産合計 4,756,572 4,955,651

負債純資産合計 8,218,684 7,988,458
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 16,008,123 10,766,629

売上原価 11,662,844 9,014,198

売上総利益 4,345,279 1,752,430

販売費及び一般管理費 ※1
 3,176,794

※1
 2,473,147

営業利益又は営業損失（△） 1,168,484 △720,716

営業外収益

受取利息 18,678 2,289

保険配当金 5,798 6,141

助成金収入 － 1,043,637

その他 4,745 5,348

営業外収益合計 29,222 1,057,417

営業外費用

支払利息 1,223 13,582

コミットメントフィー 6,036 5,079

投資有価証券評価損 42,560 17,840

その他 3,194 2,959

営業外費用合計 53,014 39,461

経常利益 1,144,692 297,239

特別利益

固定資産売却益 913 －

貸倒引当金戻入額 97 －

特別利益合計 1,010 －

特別損失

固定資産除却損 79 756

原状回復費 － 271

特別損失合計 79 1,028

税金等調整前四半期純利益 1,145,623 296,210

法人税、住民税及び事業税 287,610 12,803

法人税等調整額 203,488 125,647

法人税等合計 491,099 138,450

四半期純利益 654,524 157,760
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 5,211,521 3,660,637

売上原価 3,755,562 2,966,047

売上総利益 1,455,958 694,589

販売費及び一般管理費 ※1
 1,018,873

※1
 809,282

営業利益又は営業損失（△） 437,085 △114,693

営業外収益

受取利息 5,993 455

助成金収入 － 247,348

その他 1,814 2,193

営業外収益合計 7,807 249,997

営業外費用

支払利息 362 6,030

コミットメントフィー 2,016 1,159

投資有価証券評価損 25,000 7,000

その他 1,405 790

営業外費用合計 28,784 14,980

経常利益 416,108 120,324

特別利益

役員賞与引当金戻入額 11,938 －

特別利益合計 11,938 －

特別損失

固定資産除却損 67 －

原状回復費 － 80

特別損失合計 67 80

税金等調整前四半期純利益 427,980 120,244

法人税、住民税及び事業税 △29,089 3,824

法人税等調整額 209,287 51,089

法人税等合計 180,197 54,913

四半期純利益 247,782 65,330
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,145,623 296,210

減価償却費 151,506 176,943

貸倒引当金の増減額（△は減少） △97 △2,067

退職給付引当金の増減額（△は減少） 74,580 33,954

賞与引当金の増減額（△は減少） 478,124 272,552

受取利息及び受取配当金 △18,678 △2,289

支払利息 1,223 13,582

助成金収入 － △1,043,637

投資有価証券評価損益（△は益） 42,560 17,840

売上債権の増減額（△は増加） 278,955 403,339

たな卸資産の増減額（△は増加） 80 △249

前払費用の増減額（△は増加） △58,347 19,887

未払金の増減額（△は減少） △138,932 △158,922

未払費用の増減額（△は減少） △862,272 △852,633

その他 177,234 144,515

小計 1,271,559 △680,973

利息及び配当金の受取額 13,585 1,940

利息の支払額 △1,247 △15,840

助成金の受取額 － 906,727

法人税等の支払額 △948,386 △425,860

法人税等の還付額 － 5,092

営業活動によるキャッシュ・フロー 335,510 △208,914

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,304 △50,425

定期預金の払戻による収入 250,144 50,304

有価証券の取得による支出 － △60,000

有価証券の償還による収入 － 30,000

有形固定資産の取得による支出 △46,630 △32,251

有形固定資産の売却による収入 1,850 －

無形固定資産の取得による支出 △252,635 △41,240

子会社株式の取得による支出 － △20,000

投資有価証券の取得による支出 △25,932 －

保険積立金の積立による支出 △19,502 －

保険積立金の解約による収入 98,523 －

その他 △37,065 △633

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,553 △124,246

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 1,300,000

長期借入金の返済による支出 － △169,166

社債の償還による支出 △70,000 －

ストックオプションの行使による収入 11,370 630

自己株式の取得による支出 △225,299 △49,992

配当金の支払額 △250,447 △286,623

財務活動によるキャッシュ・フロー △534,376 794,847

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △280,419 461,686

現金及び現金同等物の期首残高 2,698,993 2,652,358

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,418,574

※1
 3,114,045
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ
ております。
 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 829,737千円

 

　２　当社及び連結子会社は、運転資金の効率的な調達を

行うため取引銀行２行及び保険会社１社とコミット

メントライン契約及び当座貸越契約を締結しており

ます。

　当第３四半期連結会計期間末におけるコミットメ

ントライン契約及び当座貸越契約に係る借入金未実

行残高等は以下のとおりであります。

 
コミットメントライン及び
当座貸越極度額の総額

900,000千円

借入実行残高 ─千円

差引額 900,000千円

 
 
 

──────
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 774,152千円

 

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行５行及び保険会社１社とコミットメントライン契

約を締結しております。

　当連結会計年度末におけるコミットメントライン

契約に係る借入金未実行残高等は以下のとおりであ

ります。

 

コミットメントラインの総額 3,000,000千円

借入実行残高 ─千円

差引額 3,000,000千円

 
 

　３　自己株式の消却

種類 普通株式

株式数 500,000株

帳簿価額 575,429千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は以下のとおり

であります。

給与手当 985,481千円

賞与引当金繰入額 59,810千円

退職給付費用 9,372千円

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は以下のとおり

であります。

給与手当 883,984千円

賞与引当金繰入額 35,279千円

退職給付費用 14,941千円

貸倒引当金繰入額 476千円

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は以下のとおり

であります。

給与手当 287,357千円

賞与引当金繰入額 59,810千円

退職給付費用 3,156千円

貸倒引当金繰入額 715千円

※１　販売費及び一般管理費の主な内訳は以下のとおり

であります。

給与手当 260,585千円

賞与引当金繰入額 35,279千円

退職給付費用 4,974千円

貸倒引当金繰入額 597千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,468,879千円

預入期間３か月超の定期預金 △50,304千円

現金及び現金同等物 2,418,574千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,164,471千円

預入期間３か月超の定期預金 △50,425千円

現金及び現金同等物 3,114,045千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日

 至  平成21年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 5,387,125

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 189,420

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 310,706 59平成21年３月31日 平成21年６月29日

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　 　 　 　 (単位：千円)

　 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式
自己株式
申込証拠金

株主資本
合計

前連結会計年度末残高 1,063,772963,3473,651,345△718,766 2704,959,968

当第３四半期連結会計期間末までの
変動額

　 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 △310,706　 　 △310,706

　四半期純利益 　 　 157,760　 　 157,760

  自己株式の取得 　 　 　 △49,524　 △49,524

　自己株式の消却　※ 　 　 △575,429575,429　 ─

　その他 　 　 △615 1,515 △270 630

当第３四半期連結会計期間末までの
変動額合計

　 　 △728,991527,420△270△201,840

当第３四半期連結会計期間末残高 1,063,772963,3472,922,353△191,345 ─ 4,758,127

※　平成21年４月17日付で自己株式500,000株の消却をいたしました。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
エンジニア
事業（千円）

ファクトリー
事業（千円）

計（千円）
消去又は
全社（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

4,477,691733,8295,211,521 ― 5,211,521

　(2) セグメント間の
      内部売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 4,477,691733,8295,211,521 ─ 5,211,521

営業利益又は営業損失（△） 686,925△2,288 684,636(247,551)437,085

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

①エンジニア事業・・・・・技術部門向け人材サービス提供事業

②ファクトリー事業・・・・製造部門向け人材サービス提供事業

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

　

　
エンジニア
事業（千円）

ファクトリー
事業（千円）

計（千円）
消去又は
全社（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

3,283,117377,5203,660,637 ― 3,660,637

　(2) セグメント間の
      内部売上高又は振替高

24,102 ─ 24,102(24,102) ―

計 3,307,219377,5203,684,739(24,102)3,660,637

営業利益又は営業損失（△） 161,180 5,919 167,100(281,793)△114,693

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

①エンジニア事業・・・・・技術部門向け人材サービス提供事業

②ファクトリー事業・・・・製造部門向け人材サービス提供事業
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

　
エンジニア
事業（千円）

ファクトリー
事業（千円）

計（千円）
消去又は
全社（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

13,625,2702,382,85216,008,123 ― 16,008,123

　(2) セグメント間の
      内部売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 13,625,2702,382,85216,008,123 ─ 16,008,123

営業利益 1,888,02112,4051,900,427(731,942)1,168,484

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

①エンジニア事業・・・・・技術部門向け人材サービス提供事業

②ファクトリー事業・・・・製造部門向け人材サービス提供事業

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　
エンジニア
事業（千円）

ファクトリー
事業（千円）

計（千円）
消去又は
全社（千円）

連結（千円）

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

9,604,8981,161,73010,766,629 ─ 10,766,629

　(2) セグメント間の
      内部売上高又は振替高

50,254 ─ 50,254(50,254) ―

計 9,655,1521,161,73010,816,883(50,254)10,766,629

営業利益又は営業損失（△） 140,069 871 140,940(861,657)△720,716

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

①エンジニア事業・・・・・技術部門向け人材サービス提供事業

②ファクトリー事業・・・・製造部門向け人材サービス提供事業

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

株式会社ＶＳＮ(E05654)

四半期報告書

25/31



【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

ストック・オプションの付与、及び、条件変更はありません。

　

(企業結合等関係)

　当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 915.13円
　

　 940.98円
　

　

２  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 114.50円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 113.27円
　

１株当たり四半期純利益 30.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 29.96円
　

(注)  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 654,524 157,760

普通株式に係る四半期純利益(千円) 654,524 157,760

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 5,716,147 5,250,908

四半期純利益調整額(千円) ─ ─

普通株式増加数(株) 62,356 15,040

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─── ───
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 44.27円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 44.01円
　

１株当たり四半期純利益 12.52円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 12.48円
　

(注)  １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 247,782 65,330

普通株式に係る四半期純利益(千円) 247,782 65,330

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 5,597,040 5,219,366

四半期純利益調整額(千円) ─ ─

普通株式増加数(株) 33,193 15,545

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─── ───

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社ＶＳＮ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　神　谷　和　彦　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　百　井　俊　次　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＶＳＮの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＶＳＮ及び連結子会社の平成20年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

株式会社ＶＳＮ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　百　井　俊　次　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　本　多　茂　幸　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＶＳＮの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＶＳＮ及び連結子会社の平成21年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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